
■ H20 活動支援事業説明資料 

■ 宮崎県 井上康志 

■ 平成 21 年 6 月 25 日 ■ 活動の主体及び概要 

名   称；延岡景観倶楽部 

会 員 数；25 名（地元大学、民間企業、NPO、行政など） 

活動内容；延岡市土々呂地区の古民家や景観資源の調査を発端として、市内各所の歴史的・文化的資産

の調査を市民とともに実施。成果を写真展および市民フォーラムという形で実施した。 

延べ 1200 名を超す延岡市民と意見を交し、景観への理解を深めるとともに、特に古い写

真や地図・文献等を活用することで高齢者の記憶を引き出し、失われつつある風景を記録・

保存し、次世代へ引き継いでいくことを目的として活動。 

■ 活動の成果 

主な活動は、 

  ①櫛津・土々呂地区 まち歩き 2008/09/14 参加者 41 名 

  ②川北地区 まち歩き 2009/02/11 参加者 48 名 

  ③川中地区 まち歩き 2009/03/22 参加者 60 名 

  ④土々呂地区 写真展 2009/01/19～25 参加者 220 名 

 

      
 

  ⑤川北・川中・土々呂地区 写真展 2009/03/18～19 参加者 721 名 

  ⑥景観フォーラム Nobe-café 「風景の魅力」 2009/03/18 参加者 42 名 

   

 

 のほか、コミュニティ・ラジオへの出演や、宮崎県建築士会「竹の会」勉強会への参加などを積極的に

行った。なお今後、建築士会青年部・九州大会でも発表が予定されている。 

 これまでに、延べ 1200 名を超える市民から、「これまで知らなかった」延岡の魅力を再発見するよい

機会になったと、非常に好意的であった。 



 

■ 今後の展望 

今回は、非常に短期間での調査であったために内容が不十分であったり、住民の聞き取り・記録をさらに補足

する必要がある。また、これまでに得た地域資源に関する写真や地図、聞き取り情報を整理し、出版物の形で

記録保存していくことが重要と考える。 

 今後は、この活動をより幅広く市民に周知し、さらに理解を深めてもらうことによってその土地のもつ履歴

を踏まえた、市民レベルの景観づくりに継続的に関与していきたい。 

  
 

 

  

 

 

  

 



 

   

 

 

 

    

 

             

    

 

 

 

  


